
～ 平成 2７年国勢調査 人口等基本集計結果（概要） ～ 

 

  平成 2７年１０月 1 日現在で実施しました、「平成 2７年国勢調査」の人口等基本集計結果
がまとまりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 平成 2７年 10 月 1日現在の三重県の人口は 1,8１５,８６５人（全国２２番目） 

・ 平成２２年から３８,８５９人（２.１％）の減で、平成２２年調査から減少に転じた 

・ 人口を男女別にみると、男性が８８３,５１６人（三重県人口の 4８.７％）、女性が９３２,３４

９人（同 5１.３％）で、人口性比（女性１００人に対する男性の数）は９４.８ 

・ 15 歳未満人口は 2３3,５２５人で平成２２年と比べ 1９,６４９人（７.８％）減少、年齢別割

合は 13.０％で 0.７ポイント減少 

・ 15～64 歳人口は 1,０６１,５７７人で平成２２年と比べ８０,６９８人（７.１％）減少、年齢

別割合は５９.１％で 2.９ポイント減少 

・ 65 歳以上人口は５０１,０４６人で平成２２年と比べ５３,９４３人（1２.１％）増加、年齢別

割合は 2７.９％で３.６ポイント増加 

人口の状況 

 

・ 世帯数は 7２0,２９２世帯（全国２３番目） 

・ 平成２２年から１５,６８５世帯（２.２％）の増で、調査ごとに増加 

・ うち一般世帯数は 7１８,９３４世帯 ※一般世帯とは、「施設等の世帯」以外の世帯をいう。 

・ １人世帯が 211,502 世帯（一般世帯の 29.4％）と最も多く、次いで２人世帯が 210,157

世帯（同 29.２％）と続き、1 人・2人世帯で一般世帯全体の６割弱を占めている 

・ 平成２２年と比べ 1 人世帯は 1１.８％、2 人世帯は５.３％の増加 

世帯の状況 

 

 

・ 一般世帯のうち、住宅に住む世帯は７０１,４５８世帯、寮・病院等の住宅以外に住む世帯は １

７,４７６世帯 

・ 持ち家に住む世帯が５１７,９３９世帯（一般世帯の 7３.８％）、借家に住む世帯が１７７,８０

９世帯（同２５.３％）、間借りしている世帯が５,７１０世帯（同 0.８％） 

・ 持ち家に住む世帯は平成２２年と比べ７,９６６世帯増えたが、割合は 0.５ポイント減少 

住宅の状況 

 

 

・ 三重県に住む外国人の総数は 3１,３３３人で、平成２２年から１,４９２人（４.５％）の減 

・ 国籍別にみると、ブラジルの７,３５０人（外国人の 2３.５％、前回２８.２％）が最も多く、

中国５,９０３人（同１８.８％、前回２０.４％）、フィリピン4,409人（同14.１％、前回1１.6％）、

韓国・朝鮮 3,９１６人（同 1２.５％、前回１４.4％）の順 

外国人の状況 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）割合は分母から不詳を除いて算出している。 

 

  

 

 

○人口 

・ 最も人口が多いのは四日市市で 3１１,０３１人、最も少ないのは木曽岬町で 6,３５７人 

・ 市町別に人口の増減を見ると、増加した市町が７市町、減少した市町が 2２市町 

・ 増加率の高い市町は、朝日町（９．７％）、川越町（５．３％）、四日市市（１．１％）の順で、

逆に減少率の高い市町は、南伊勢町（１３．５％）、紀北町（１２．２％）、熊野市（１１．９％）

の順 

○世帯 

・ 市町別に世帯の増減を見ると、増加した市町が 1６市町、減少した市町が 1３市町 

・ 増加率の高い市町は、朝日町（１３．７％）、川越町（７．５％）、いなべ市（７．１％）の順

で、逆に減少率の高い市町は、紀北町１０．１％、熊野市（９．５％）、南伊勢町（８．３％）

の順 

市町別人口・世帯の状況 


